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51Ko 8 重 81：） 3 20ω
flKO’ffくe o 0 玉 1 2
計 8 畏 9（至） 4 22｛P
　　　｝｛3B七Tb一匿3B七Ta謎e｝聾灘毛H諏．8806．
　　　P触’b－6七PHAb　llM－isa’b誼．93
　　1　．　pa∠ほ）　－pa∠聯6blu」a　JI．906．，1）a双’b　6blBb　A．41
　　　Jt｝IBHO　～ce　rKe　nnBHO　eCTb」1．　19　F）06．，
　　　uroAHo　H　AIiB｝｛o　－ce）Ke　6b艮cTb　groAHo　ll　JliiBHo．．1．6506．
　　　rlp｝1cTpaH奮e｛a　cTpau二H奮e　－ce厩P｝icTpaH奮e　n　cTpaLuH令e　a，74　06．
　　　6naro　－6涯aro　TO6七」1．72
　　　yBbl－yBbi　To6七JL　19Po6．，　yBbl　MH七ul．41
　§2．TaK　gTOの機能
　これは，所謂「結果」の従属文の機能であるが，勿論ここには「結論」，「帰結」の意が含まれる。
この職能を専ら表わすTaK　qTOは16世紀に初めて登場する（52）。それまではfiKOを含む幾っかの多義接
続詞がその職能を代理する。したがってその意味はほとんど文脈に依存する。
　ところで，順初年代記」におけるfiKOの総数中では，この機能のものは499例中22例，すなわち約
4．4％にすぎない。今，主・従文各々の述語の形式に従って，例えば，過去（主文）＋不定詞（従文）
等，の組み合わせに従って，分類すると以下の表のようになる。（）は合計の中に異本にだけ見ら
れるfiKOの数（1）も含めたことを意味している（s3）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左表に見るように，この機能の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中では，22例中9例，すなわち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約40％はAKOの率いる述属文の述
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語が不定詞の形で現れる。その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時，主文の動詞はすべて過去で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。
　例えば，
　　　1．　B壼60pacna6aem〕T七課oM黛），　HKo　He　Mo艮胆eMy　o61）aTliTlicA　Ka　APyry｝o　cTPaHy，｝玉H　BcTa’rM，　HH　c奮双七TH．
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　，一「＿，一一「　pm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 °冒一一一一曽t幽噛 　　　　　酬幽曹’■一＿th幽冒一
　　　　（．E．65　06．）
　　　　〔というのは（彼は）体が弱り果て，そのため，寝返りを打つことも，起きることも，坐
　　　　ることも，彼にはできないほどであった。〕
　　2．3壬lait｛eHbe・HBMcfi・Ha・He6ecM，”1くo　B雛丁｝童Bceレ！3e鳶冊L仏5006．）
　　　　〔天にしるしが現れた。そのため，全国から見ることができるほどであった。1
　この構文が，結果の従属文の中でかなりの位置を占めることは，勿論ステツェンU｛54），プレアブ
ラジェンスカヤ（55），ブラホフスキー（56），ボチエブニヤ等において指摘されている（57）。ブラホフスキ
ー は，これが教会スラヴ謡起源のものである，とした上で，上例1を挙げている。ポチエブニヤは，
こo）AKO＋与格＋不定詞という形式が，ギリシャ語のあστε＋対格＋不定詞に相応するものだ，とい
う指摘を行っている。以下は，オストロミール福音書マタイ伝27－14である（58）。
35
ロシア譜における復文の碗立過程と接続詞（語）の機能について
　　Pl　He　oT’bB－is－a　eMoy　Hl4　K’b　eul・tHoMoy　＞Ke　raaroAoy，　fiKo　zaHBIIT｝lcfi　XreMOHGy　31sAo．　〈O。　eB，，赫aτ．27－14）
　　κ・i・bl・　6π・Nρiθ・・ゆπρδ副δ6忌・伽繭στεθ・v／．・　ti　9’…τ占助γ・μんαλ鰍
　すなわち，あστε（＝AKG）÷　eαUfiαζe　t　V（「驚く」の能動相現在㎜．）＋τ加わγεμんα（6うγεμ（，5　y「総
督」の単数・対格）である。現代wシア語訳は，HHe　oTBeq翻脳y　H田｛a　o灘o　c謂oBo，・Tal〈・uTo・fipaBllTe”b・BecbMa
HHB”ulCA．（59），であるが，蔭本語聖書訳はr結果」の意味より，「程度」の意味が強い。文語訳ドされ
ど総督の甚く径しむまで，一言をも答へ給はず卦60＞，口語訳「しかし，総督が非常に不思議に思っ
たほどに，イエスは何を雷われても，ひと誉もお答えにならなかった」（61｝となっている。英訳は，And
k．e　aR．szvered　him　to　never　（t　tvord　；　・i．nsOinucJz　that　the　gOverno’r　i”arvelied　grecttl），．であるく62）。
つまり，．この形式の「結果」の意のニュアンスの不定詞構文は長い歴史を経て来たものである。そ
のため，「結果1の機能での出現率も高く，そのことによって，この形武がTa｛四丁0機能の構文である
と判断するための補助的サインになり得るが，これは逆に，「結果」の従属文の形式の未分化を証明
したものと考えられる。なぜならば，これは古文において多様に展開される，本来的に叙想性の強
い不定詞構文の一環であって，「結果」の意も，この場合，程度，様態等の機能との関係において発
現するものだからである。ポチェブニヤによれば，§．1伽TO機能のところで登場して来る不定詞
構文と比べれば，この場合は主文に対する独立性が高い，ということになるが，（63）それでもなおr結
果」の意義は躍KO自身の意義というよりは不定詞のものである，という点で，結局§1の場愈と隅じ
である。したがってこのfiKOも単に統語的従属を示す文法指標にすぎず，イボタクスへ分化して行く
過程上のものと考えられる。
　ところで，上表のとおり，刃KO以下の不定詞が完全に過去形の独立不定詞文で環れて来るものが一
例存在した。
　　Ce　x〈e　cToみHb　駐epB七e　cTa　Ha　Tpafie3ffiftEli　Ka廻e｝｛七騒，　HKo　fle　Bレf丞壼丁睦6blcTb　KPecTa．（護．9506．〉
　　〔この柱は最初に石造りの僧院食堂の上に立ち，そのため十字架が見えないほどであった。〕
　6blCTbなしでも文意は変らない筈である。ポチエブニヤはfiKO以下にこの機能で6）独立不定講文の過
表形を置く場含を一例（64｝しか示していないが彼によれば，C64）それが無くても主文の過去の時調が投
射されて不定詞は過去の意である。いずれにせよ，この場合（6blCTbのある場禽），「結果」の慧の比
重は，6blCTbとfll〈oに移行し，それと共にこの構文に伴う醒度」のニュアンスは稀薄になると考えら
れる。
　こうした不定詞構文を含む「結果」の従属文と比べれば，主，従文共に過宏形の人称文で現れる
次の場合はよほどそのf結果」の意は明瞭であろうが，fil｛o自体の多義性によってやはり文脈に依存
するところが大きい。上表中に見られるように，こあ場合も22例中9例で約40％を占めている。
　　Bce＞Ke　BpeMfi　3eM調”cTKHy，月Ko　Mi・｛03｝l　cJ葦bl綴a猛1a．（誰．7106．1
　　〔こび）岡じ蒋大地が轟いた。そのため多くの人々が（それを）聞いた。〕
　　なお，fiκo　tlの形式が2例見られた。そのうちの1例，
　　1・1　Rompo環a　KoHH　y　BGvl　BopeAnbefepb，　fiKo　yl　eeqe　Abuaro－ifMb　KoHeMb，　c’bfiHpaxy　Xb3bl　c’｝）　H；ixb．（a　52＞
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　　〔そして，ヴォロヂメルの軍勢の馬が死んだ。そこで，まだ馬が呼吸している時，（入々は）馬
　　　から皮をはぎ取った。〕
　ステツェンコはこのitを強意助詞とし，「結果」の意を強調する，（65）としているが，プレアブラジェ
ンスカヤは逆に，1｛は「程度」の意を強めるものだ，と解説している（66）。リハチョフはTaK，9TO　Hと
して，｝tを残し，TaK　bTOの問にコンマを挿入して「程度」のニュアンスを強めている（67）。このHの性
格と関連して次の文をとらえてはどうであろうか。
　　Awwe　Ali　ecTb　HeliMoBHTb　cTBopMBblli　y60ncTBo　ff　y6七＞KaBb，ムa　Rep＞KifTcfi　Tfi＞Kli，　lloHbfte）ice　o6pAurecrcfi，　RKo
　　Aa　yMpeTb．　〔」匡．17P。〕
　　〔もしも殺害を行ったものが無資産であり，逃亡したならば，見つけ出されるまで裁綱にかけ
　　　られたままにされ，（見つけ出された時）死ぬべし。〕
　このテキス｝・に1齢KOをMに変えた異本がある。またAaのない異本もある（68）。fiKOをHに変えた場合の
xも，fiKO・HのPlも，1の序論に述べた「文の構成単位間のいまだ接合不充分なるを縫合する如き役割」，
つまりパラタクス的な従属関係の表現形式の残津ではなかろうか。
　次例伽KO（）Ke）の機能も微妙である。
　　レ16七r護am）BemHKrb，　flKo　llo　noAyrpHBHIs　r識aBa　KoHfiqa，（dl．23）
　　〔馬の頭が半グリブナするほどの大いなる飢えがおこった。〕
　　Bb　cif）Ke　BpeMeHa　MHO3M　qe諏oB七耶｛yMMpaxy　pa3nligHblbltit　HeAyrbl，　fiKo＞Ke　rJaroハaxy　ilpoAaK）Uae　KopcTbl，　HKo
　　flpo双aXOMb＿（A．72）
　　〔この同じ頃に多くの人々が種々の病で死んでいった。十字架を売る人たちが語っていたとこ
　　　ろによれば「我々は……売った」というほどであった。〕
　本稿ではこの上の二例を，「結果」の機能とし，上衰では（過去十過却の中に含めたが，前者の
fiKO以下には動詞形はなく，この直後に続くアオリストによって，敢えてこの数に算入した。この訳
にはもうほとんどr結果」の意はなくヂ程度」の意であるが，リハチョフはこれをr結果」として
訳している（69＞。また後者の例におけるfiKO＞Keは，上例訳では「準拠」を表わすが「程度」の意も考え
られている。リハチョフに従ってσo）「結果」の中に算入した。
　結周，「結果」の機能で伽KOの完成度は極めて低い。不定詞による形式が多数を占めることもこの
ことを物語っている。これはfiKOの機能の完成度でなく，不定詞の叙想機能の融通性を示したもので
あり，その限りにおいて，これは，「結果」と「程度」の意の闘を揺れていた形式であり，その揺れ
は6blCTbを得て一定の到達点を見い出したのである。
　なお，この機能に算入し敵KOの現れる箇所は以下の通りである。上表の①～③で示す。
⑪．7　06；49；50・06；55・e6；5506；65　G6；72；88；95・06，②（A．7）；14P；23；48・06；52；65・06；71G6
；7106；A72，③〔fi．17P．〕；2206；愈57　06；H．　X。
　最後に，ここまでの結びとして。
　雷語にとって，接続詞はやはり周辺部である。陳述の中心部の完成，換雷すれば，Bpe燗aT阿BHOCTb
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の安定化によって，言語はまず一般的な伝達機能を獲得し，その上に精巧な，論理的・意味的関係
の完成に向うのである。従って，接続詞が原初的にポリセマンティックであることは，接続詞自身
の責ではない。その雷語の到達度を示したものに他ならない。陳述の中心部が，多圓反復と習潰化
之いう言語的練磨によって沈静，安定化し，その安定度に比例して周辺部である接続詞の職能もま
た確定し，従ってその文法性も高まる。古語におけるAKOの動態は，まさにそうした状況を反映した
ものだ，と雷えよう。
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23．　〔≡）．H．　KopoTaeBa，　Tast》Ke，　cTp。217－2玉9．
24．Hapo艮Ha只6M6甜oTeKa，　A．　H．　Pa双H嵌eB，　fiyTeulecTB｝le菩13　ReTep6ypra　B瓢ocKBy，　i43・Bo　Xy丑．餌丁．，　M．・JL，1964，　cTp．王16
　　　　CMe　3aHpe職aK）T　npaBHAa　ecTecTBe｝｛Ho（：丁誓雪，月Ko　Be繊b　6ecn（Me3程y｝o　Jlilfi　qe調oBeKa，　c｝te　3a羅pe【玖aTb　AoJ！＞KeHcTBoBa轟6b！3aKoH
　　　　rpa＞雌aHcK舶，　flKo　BpeAHoe　wlfl　06繊ecTBa．そび）勉cTp．88，89，96，100，155＿等多数。
25．　ノLA．　By調axoBcK顧，　PyccKH繭誼HTepaTypHわi員月3blK　nepBotl　Ho涯oB照b；19BeKa，　y臓e丑服3，　M．，1954，　cTp．406．艦ヒ＿HapeA
　　　　yB｝iflHT　ficHO　’lsOrAa　06KtaH　6e360mHOpo　3」1曜H　H　it｛Ollib　6ecOB　｝lcge3Hel’　fiKO　HpaX．”
26．目p｝KH　My双pa，男H　IIeTp，　yHe6｝lllK　BepxHe』y｝K塾撮Koro分3b【Ka，　YEB∠）oηlotViアta｝セ1ブθg　Bautien，1983，　cTp．293，273，
　　　　272．
27．κ．κ．7ン（≧〆諺’〃IOIVi≧f，　Ho／v・1ブos‘ワ゜bsfeひ〃tski　sfol．1，〃’々，ゐ1‘doi↓’e　i・；aietad・nist・tし噸o　l）o〃1（，z‘響’〃ご？，　β1‘｛二i；ソ舌力7，1974，
　　　　CTP．69．
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H．1！歪．ToJ韮cTo浜，　Cep6cKo・xopBaTcKo－pyccK“ii　c調oBapb，　lfi3－Bo　CoB．∂H口．，　Al。，1970，　cTp．17．
レ歪．羅。CPe3HeBcKt・t薩，ムylaTePstaabi　iwlE　c．，loBapsl　ApeBHepyccKoro　fl3b匪Ka旦o【1HcbMe田lb尉　HaMflTHItKaM，　T．　IH，　A　1？ad（η〃ガs（ゾle
ヱ）ntcle－tt　1・Terlagsanstalt，　Gr（t41956，　cTp．1652－1655。
テキストとしては，「古’代ロシア研究jNa　1～Nal1に転載されたものを使fNしたが，必要に応じて，こσ）テ
キストのもとになったnomloe　co6paHsie　pyccKtfx．leTollucelre，　T．1，」至aBpeHTbeBcKafi　xeTonvlcb，　CaHKmeTep6ypr，1846．
に戻り，また，次のテキストを併周した。
1…lo灘loe　co6paH藍e　pycCKI2x　諏eTo圧言｝ice消，　T．　1，JlaBpα韮掌beBcKaH　．ieTonslcb，　Bocrlpell3BeAeHste「reKcTa　Is3flaMtlfi　1926－1928
1’ofloB，143・Bo　BocTo聡o薩甜TepaTypbi，瓢．，1962，
iLlaMsiTHt・IKII　m｛TepaTypbl　gkpeBHeii　PycH，　Coc・mie　A．　A．，［lsmTp｝ieBa，丑．　C　JktxatieBa，1　1・i・tagai」io　12　BeKa，　XyA．甜T．，　M．，
1978，HoBecTb　BpeMeH｝｛blx」leT　cTp．22－277，　rloytiemte　B調aHM｝套pa　MoHostaxa　cTp．392－4王3．
∂．レ重．KopOTaeBa，　Ta，M　｝Ke，　cTp．　玉72。
rlaMHTHIfKli　mfTepaTypb紅双peB縫e勇F）yc疑，1978，　TaM）Ke，　cTp．234－235。
TaM）Ke，　CTP。190－191
TaM　＞｝〈e，　CTP．　124－125．
「主文にあらわれる…」というものの中には，①主文の述語に対する第二述語（形動詞）に関係する場會，
②第一従属文中の述語に関係する場金（第二従属文をもつ蒔）も含んでいる。
A～1伽KOの禽計は179であるが，｝l　pa3yM棉Te｝餐繊｝ITe，　flKO（．q．84　06，）の場禽はflKOを一園として算えるため，
178となる。
レlcT．　rPaM，　Pyc。　sl3．，　Ilo！t　pe汲。60pKoBcKol－o，　TaM　）Ke，　cTp．423．
TaM＞Ke，　CTp。434－435．
Ta制x（e，　CTP．435．
A．K．　CTeilenKo，　TaM＞｝｛e，　CTP．308．
14cT・「P・Pyc・fi3・，　noA．乏30pKoBcKoro，　TaM》Ke，　cTp．118．
　C．rL　O6HoρcKH蕗，　TaM）Ke，　cTp，68－69。
The　I－lolN　Bihle，　OAフ受刀’d　1つrinted　at　〃zc・こノnilveノ等’6，」ク”essノヒ〃’〃ze　Britisfi　ai・id　Ft〃・etgtl　Bi∂le　Society，メ｝．578．
　The　Loノ’ゴshail　Iauglt　at　him　’ノ「or　lle　s68t’h　♂みα’　h　iS　day　is　co／12ゴノ29．
1’laMwlTH｝tK｝s．9｝aTepal’ypbl　fipeBlietl　Pyc｝1，19ア8，　TaM氷e，　cTp．39．
　『OCIIOItb　》Ke　HOC継eeTC月　Ha蒸　H垂1M，｝餐60　Bl・IMiT，　t｛TO　HaCl”aHeT艮eHb　el”O。
　Sl｛6AltA，　M3flaH｝le　Moc，　ilaTp｝lapxlm，　M．，　1976，　cTp．549，　rlcam・biPl）36．
fbcHOnb＞Ke　fiOcMeBaeTCfi　Hak　H｝tst，｝i60　BllZaliT，9TO　UpHxomfT　aet・fb　ero．
旧約聖欝，工955年改訳，撮本盤書協会，1965，p．778。
藤新約墾書，弓｛照付，［ヨ本盤書’協会，1976，p．994（奮約墾書〉。
　玉4CT．1’P．　py（二負3．，　VIOA　pe無．60PKOBCKO9（），　TaM　＞Ke，　CTI）．206．
Ta撮》Ke，　CTP，　l　l　4・ll5．
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ロシア言菩における複文の成立過程と接続詞（語〉の機能について
50．　TaM｝Ke，　CTP．　125－127．
51．TaM　”ce，　CTPほ18．
52。　TaM＞Ke，　CTP。337．
53．　fiaMATHIIKIi　mlTepaTypbl　ApeBHe鍾Pycg，1978，　TaM　＞Ke，　cTp．34．
　　Bb誘七To　6366．6（Mrape｝Ke　yBHAIiBule，　AK◎He　Morouia　cTaT｝l　fip◎THBy　，，．
54。A｝｛．　CTeueHKo，　TaM　me，　cTp．2ア4．
55．　星4CT．　rp．　pyc．只3り　fiOA　peA．6GPKeBcKere，　TaM｝Ke，　CTP．323．
56．澱。A．6yAaxoBcKlt藷，廼cTop｝奮彗ecK蘭KoM｝teHTapHrl　K　pyccKoMY　uulTepaTypHol　ty　ff3blKy，　ygnem’H3　Psm．環κ．，　K．，1958，
　　　CTP．393．
57．A。　A．　HoTe6HA，　TaM》Ke，　T．1一王1，　cTp．419－421．
58．OcTpo脚oBo　eBaHre訂He（A．　BocToKoB），1845，　CaflKTnerep6ypr．によって，ギリシヤ語テキストを補った。
　　　c↑P．185．
59．Slt〔鶏雌，｝｛3fi．　IVioc．　1”laT．，　TaM　He，　cTp．1051．
60．落薪約盤書（前掲書），P．61（新約聖書）。
61．新約聖書（前掲書），P．4Z
62．　Tlte、Holy　Bible　（前掲書），　P．941－942
63．A．　A．1－loTe6fi，　T．1・1王，TaM｝Ke，　cTp．419．
64。Ta騒撮e，　cTp、419．　Ha貝蕉e　paHa聖｛a蹴o畦aKb【，只KQ眺KaKQ　6細e　xQAKT艮貝Q　y澱乳蝋b　（KeBr　L　6，600｝；cTp。421俵VE
　　のテンス）
65．　A．K．　CTeueHKo，　TaM｝Ke，　cTp．273．
66．　レlcT．　rp．　pyc．　H3．s　noA　peA．δopKoBcKoro，　TaM｝Ke，　cTp．324．
67。　1’laMATHIiKH　altTepal’ypblムpe8騒e蕗Pyc｝董，1978，　TaM》Ke，cTp．169．
68．P（ラヂヴィwフ本），　T（トロイツアー本）にflKOなく，X．（フレブ本）でlta脱落。
69．　llaMSrr’HHK｝l　aMTepaTypbl双peBHe肖Pyc｝1，1978，　TaM｝Ke，　cTp．88．
70．TaM　rke，　CTP．226．
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